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雑誌の印刷は白黒。写真を元のカラーへ、追記もした。 

急速ろ過は、凝集薬品沈殿ろ過処理。薬品を添加するので汚泥が大量に出る。 

機
械
や
薬
品
、
動
力
を
使
わ
な
い 

緩
速
砂
ろ
過
と
い
う
名
前
で
誤
解
し
た
。 



  

水道水の浄水濁度は、急速ろ過の水が
合格するようにきめられていた。 

凝集剤を添加しない浄水処理なら、給水管内にスケールが付着しない。 



  

昔の暗渠の水路は、汚れていない。 

濁
り
が
な
い
伏
流
水
取
水
な
ら
、
ろ
過
池
だ
け
で
十
分
。 

戦
前
の
水
道
を
調
べ
る
な
ら
。 

戦後すぐ、周囲は水田。 



  

河
川
表
流
水
は
雨
で
濁
る
。
凝
集
剤
を
使
い
だ
し
た
。
殺
藻
剤
も
使
い
だ
し
た
。 

急速ろ過では藻が嫌だった。 
急速ろ過の考えを、緩速ろ過に適用した間違い。 



  
現在は、水田は無くなり、宅地が多くなった。 

ダムの建設に協力し、水利権を確保し、石舟浄水場もできた。 

高
度
成
長
期
で
も
周
囲
は
水
田
。
私
が
調
査
し
だ
し
た
時
も
水
田
だ
ら
け
だ
っ
た
。 

水田面積が近年、少なくなり、農家の水利権が必要なくなった。 



  

斜め壁は、コンクリートブロック。耐震性が良い。堅牢。 

昔のろ過池は斜め壁だった。水漏れしない。 

千
曲
川
の
水
利
権
が
あ
る
の
に
使
っ
て
い
な
か
っ
た
。
仕
方
が
な
く
、
電
気
を
使
っ
て
揚
水
し
だ
し
た
。 

神
川
か
ら
取
水
、
自
然
流
下
。
水
位
差
を
利
用
す
る
発
電
を
し
だ
し
た
。 



  

ろ過池で藻が目立つと、削り取りをしていた。
夏のろ過継続日数は、10 日程度。 

砂層も汚れなくなった。 

薬
の
影
響
が
あ
る
と
、
砂
が
汚
れ
る
。 

殺
藻
剤
を
止
め
た
ら
、
藻
が
大
繁
殖
で
も
水
道
水
は
お
い
し
く
な
っ
た
。 



  

凝
集
剤
を
添
加
し
な
い
で
も
、
沈
殿
後
の
濁
度
は
小
さ
か
っ
た
。 

上田では凝集剤添加が必要ないのに、凝集剤を添加していた。 

夏
は
、
ろ
過
抵
抗
は
大
き
く
な
ら
な
か
っ
た
。 

抵抗が増えるのは水温が低い時だった。 
水の粘性の関係だった。 

世界で使われている標準化損失水頭は日本の指針にない。
そこで、学会誌に発表。 



  

凝集剤を添加しないと、砂層には、汚れが入らない。 

高
崎
は
、
剣
崎
で
は
明
治
か
ら
凝
集
剤
を
い
れ
て
な
い
の
で
、
若
田
で
も
、
凝
集
剤
添
加
を
中
止
し
た
。 

凝集剤を添加すると、 
砂面は白い粉で覆われた。 

凝集剤を添加しないなら、砂面はフワフワ。 



  

ろ
過
池
の
浄
化
能
力
を
計
算
す
る
と
、
大
き
い
。 

2022 年に、やっと、原水を直接、
ろ過池に入れる実験をしてくれた。 

染屋の浄化能力を計算すると、
給水人口の倍もある。 



  

長野県の研修を日本水道新聞でも取り上げてくれた。 

厚
労
省
の
モ
デ
ル
案
は
、
ど
こ
か
お
か
し
い
。 

長
野
県
企
業
局
は
、
県
内
は
観
測
ろ
過
へ
と
研
修
会
を
し
た
。 

染屋の浄化能力に余裕があるので、
県営水道の給水地区へと広報した。 



  

『おいしい水のつくり方―２』を見てください。 

生物群集が活躍する層を通過する時間は、数分。瞬間浄化だった。 

生物が活躍するのは砂面近くだけ。生物が徹底的に分解する。 


